


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































h t t p://w w w.c i t y.s h i n a g a w a.t o k y o.j p/h p/
menu000009000/hpg000008910.htm
12）「世間」と社会の違い、「世間」に適応することがむしろ政
治的市民としての社会参加とは対立するものであることに
ついて、阿部1995、鴻上2009など参照。
13）和歌山県教育委員会リーフレット「子どもたちの「市民性」
を育てるために」。
http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/500100/
koumoku2/sub11-1.html
14）戦後日本の政治的市民の物語を、丸山を含む知識人達の思
想的営為と結びつけながら再構成したものとして、小熊
2002を参照。
15）http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/500100/sai-
hen/saihenseibi.html
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